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令和６年度　予算

令
和
６
年

1
月

15
日
　
議
会
運
営
委
員
会
視
察

　
　
　（
兵
庫
県
神
戸
市
）

16
日
　（
京
都
府
京
都
市
）

24
日
　
福
祉
文
教
委
員
会
視
察

　
　
　（
大
阪
府
大
阪
狭
山
市
）

25
日
　（
大
阪
府
大
阪
市
）

26
日
　（
岡
山
県
総
社
市
）

29
日
　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
代
表
者
会
議

30
日
　
総
務
委
員
会

2
月
7
日
　
建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
代
表
者
会
議

16
日
　
代
表
者
会
議

20
日
　
議
会
運
営
委
員
会

27
日
　
第
１
回
定
例
会

　
　
　
本
会
議

　
　
　 

行
政
報
告
、施
政
方
針
、

議
案（
補
正
予
算
・
当

初
予
算
除
く
）説
明
、

議
案（
補
正
予
算
）説
明
、

質
疑
、
特
別
委
員
会
設

置
、
付
託
、
議
案（
当

初
予
算
）説
明
、
特
別

委
員
会
設
置
、
付
託

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

29
日
　
本
会
議

　
　
　 

議
案（
補
正
予
算
・
当

初
予
算
・
即
決
除
く
）

質
疑
、
付
託
、
議
案（
即

決
）質
疑
、討
論
、採
決
、

陳
情
付
託

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　 

理
事
会

3
月
1
日
　
補
正
予
算
特
別
委
員
会

4
日
　
本
会
議

　
　
　
代
表
質
問

5
日
　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

6
日
　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

7
日
　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

8
日
　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

　
　
　 

議
案（
補
正
予
算
）委
員

会
報
告
、
討
論
、
採
決

11
日
　
総
務
委
員
会

12
日
　
福
祉
文
教
委
員
会

13
日
　
建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

�

理
事
会

14
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　 

総
括
質
疑
、分
科
会
設
置

15
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
分
科
会

18
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

福
祉
文
教
分
科
会

19
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

建
設
環
境
分
科
会

27
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　 

分
科
会
報
告
、
採
決

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
本
会
議

　
　
　 

議
案
委
員
会
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
、
追

加
議
案
説
明
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
、
陳
情
委

員
会
報
告
、
質
疑
、
討

論
、
採
決

令和6年
第1回定例会
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今年度はお金を
　　　　どう使う？

衛生費

教育費

土
木
費

民
生
費

消
防
費

総
務
費
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令和6年度　一般会計	 当初予算　可決
　  420億8000万円	 前年度比　7.4％増

令和６年度　各会計予算額表
会計名 令和６年度　当初予算額 　令和５年度　当初予算額 増減額 対前年度比

一 般 会 計 420億8000万円 391億9500万円 28億8500万円 7.4%

国民健康保険事業特別会計 77億4547万円 78億8909万円 △1億4362万円 △1.8%

土地区画整理事業特別会計 40億 982万円 33億9275万円 6億1707万円 18.2%

介 護 保 険 特 別 会 計 61億 854万円 58億4338万円 2億6516万円 4.5%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 22億8285万円 21億1508万円 1億6777万円 7.9%

下 水 道 事 業 会 計 32億6360万円 29億5702万円 3億 658万円 10.4%

病 院 事 業 会 計 96億8399万円 95億4926万円 1億3473万円 1.4%

歳出

市議会は、令和６年度各会計当初予算案
（総額７51億7427万円・前年度比6.0％
増)を３月２８日の第１回定例会本会議で原
案のとおり可決しました。

420億
8000万円

民生費
183億9807万円（43.7％）
…�子育て、高齢者、障害者支援、
生活保護費など

土木費
59億8615万円（14.2％）
…道路や公園の整備など

教育費
56億9820万円（13.6％）
…�学校運営や社会教育活動など

衛生費
41億459万円（9.8％）
…健診事業やごみの収集など

総務費
39億5711万円（9.4％）
…市役所の運営など

公債費
20億1419万円（4.8％）
…市債の返済など

消防費
12億3531万円（2.9％）
…消防署の運営など

その他
6億8638万円（1.6％）
…議会費や商工費など

令和６年度予算の特徴

重層的支援体制整備事業の
実施

地域住民の複雑化・多様化した支援ニー
ズに対応するため、包括的な支援体制
の整備を図る。

2901万円

義務教育就学児と高校生等
医療費助成事業の所得制限撤廃
都の制度に準拠して設けた所得制限を
撤廃し、義務教育就学児と高校生など
を養育する全ての者に対し、対象者に
かかる医療費の一部を助成する。

3億5412万円

地震自動解錠ボックスの
増設

地震自動解錠ボックスが設置されてい
ない指定避難所（学校）７か所に地震自
動解錠ボックスを設置する。

280万円

教育相談室分室の開室

新たに開設する発達支援センター分室
内に、教育相談室分室を開室し、運営
体制の充実を図る。

4396万円

ホームタウン支援の
更なる推進

本市をホームタウンとする東京ヴェル
ディ、読売ジャイアンツと公民連携に
より地域活性化に向けた取り組みを推
進する。

708万円

公共施設予約システムの
更新に伴う機能の追加

公共施設予約システムの更新に伴い、
体育施設においてオンライン予約に加
え、決済や鍵の貸し出しもオンラインで
可能となるよう、新たな機能を追加する。

2064万円
レベルアップ レベルアップ レベルアップ

レベルアップ新規 新規
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令和6年度　一般会計	 当初予算　可決
　  420億8000万円	 前年度比　7.4％増

令和6年度　当初予算に対する討論

歳入

420億
8000万円

市税
164億3798万円（39.1％）
…市民などからの税金

都支出金
70億7373万円（16.8％）
…東京都からの補助金など

国庫支出金
61億6060万円（14.6％）
…�国からの補助金など

市債
21億3550万円（5.1％）
…国などからの借入金

地方交付税
7億7221万円（1.8％）
…財政力の差を国が調節するもの

分担金及び負担金
３億237万円（0.7％）
…保育所運営事業などの負担金

その他
91億9761万円（21.9％）
…地方消費税交付金など

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成 山岸議員� 日本共産党　

角田議員� 新政会　

梶浦議員� 無所属　

中田議員� 稲志会　

岩佐議員� 改革未来の会　

佐藤議員� 公明党　

　市政で初めて歳入歳出が420億円となった。これだけの税収増があれば、
市民の暮らしや子育て、福祉のさらなる改善が実現できるはずだが、実態は、
区画整理事業債を２年連続で実施し、借金を重ねながら開発費を捻出してい
る。
　学校給食費の無償化を未実施としたこと、土木費が総額で59億円、前年
度の３割増しになったこと、一般会計から土地区画整理事業特別会計への繰
出金が27億円、前年度の２倍となり、この繰出金のほとんどが南山東部土
地区画整理事業へと費やされていること、介護保険料の値上げ、国民健康保
険税・後期高齢者医療保険料の値上げという令和６年度予算の５点の大きな
問題点を指摘し、反対する。

　一般財源の根幹をなす市税は、個人市民税の定額減税の実施により減とな
るが、定額減税の減額分は全て地方特例交付金で補

ほ

塡
てん

され、一般財源への影
響は生じない。しかし、ふるさと納税の影響による減収が拡大していること
は、引き続き注視する必要がある。
　歳入予算の財源確保が厳しい中で、市税収納率を高め、高い水準に保つ努
力や、効果的に特定財源を活用する姿勢を評価する。
　歳出予算のハード面の整備では、現状の課題認識を持ちながら的確に取り
組む予算となっている。ソフト事業では、姉妹友好都市交流の推進など、市
民のシビックプライドを醸成していく上でも有効な施策であると高く評価
し、賛成する。

　７件の全ての会計について、市民の暮らし・生活がどのように改善され、
１年後どのように向上するのかなどの視点から総括質疑などで約35問の質
疑をした。
　子供たちが健やかな成長を育み、高齢者から働く世代が住み慣れた地域で
暮らし続けていけるよう、都市基盤整備を着実に進めながら持続可能な自治
体運営を行う視点から予算編成されていると確認をした。
　自治体ＤＸを推進し、行政手続のデジタル化・オンライン化による手続き
の簡素化・迅速化により、さらなる市民の利便性の向上を図り、生成ＡＩな
どを活用した市職員の業務の改善、業務効率化により得られた時間を市民と
の対話や丁寧な対応に有効活用することを願い、賛成する。

　物価上昇などの経済動向やコロナ後の社会情勢の変化を的確に捉え、多様
化するニーズによる様々な行政課題に対応すること、第五次稲城市長期総合
計画の実現に向けた各種施策の取り組みを進めること、市民の安全を最優先
に防災・減災対策に計画的に取り組むことを意識した予算になっていると評
価する。
　私たち稲志会としては、代表質問や予算特別委員会での質疑を通じて提案
した内容に適切に取り組んでいただくこと、将来に渡って持続可能な世代循
環型のまち稲城が実現できるよう、着実に事業が執行されることを強く期待
して、賛成する。

　令和６年度一般会計予算については、歳入歳出総額が過去最大規模となり、
前年度と比べて28億8,500万円の増額となった。
　歳入では、市税が前年度に比べ２億3,394万円の減となったが、市制施行
以来、初めて160億円に達した令和４年度から引き続き約164億円と、安定
的に財源が確保されている。市の都市基盤整備が順調に進んでいる成果である。
　歳出では、義務教育就学児医療費助成事業および高校生等医療費助成事業
において、市の独自施策として所得制限を撤廃し、医療費の一部を助成した。
引き続き多様化する市民ニーズを的確に捉え、各種施策の取り組みを着実に
進め、持続可能で健全な行財政運営に努めていただくことを要望し、賛成す
る。

　物価上昇などの経済動向や、ポストコロナにおける社会情勢の変化、また
多様化する市民ニーズの一層の高まり、そして近年頻発する自然災害などに
より多岐にわたり山積する課題に対し、市民の暮らし・命を守るための、そ
して市の更なる発展を期する積極的な予算編成を高く評価する。
　ファーストバースデーサポート事業について、４月以降に１歳を迎える子
供を育てる家庭に対し、経済的負担や育児負担の軽減のため、育児パッケー
ジの配付額を６万円分に拡充することを評価する。
　これまで署名活動や市長への要望書提出などを行ってきた、自治会が設置
した防犯カメラの運用経費の補助について評価し、賛成する。
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問

国
や
都
の
予
算
編
成
に
よ
る
市
政

へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答

歳
入
面
で
は
、
増
収
が
見
込
ま
れ

る
。
歳
出
面
で
は
、
こ
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
教
育
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
補
助
金
な
ど

を
有
効
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
特
段

影
響
は
無
い
。

問

市
の
将
来
像
に
つ
い
て
。

答
「
緑
に
つ
つ
ま
れ
友
愛
に
満
ち
た
市

民
の
ま
ち
稲
城
」に
加
え
、
2 
0 

3 

0
年

代
を
見
据
え「
み
ん
な
で
つ
く
る
笑
顔
と

未
来
」を
目
指
す
。

問

市
債
の
予
算
計
上
に
際
し
、
健
全

財
政
の
維
持
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
。答

長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
堅
持
す
る
。

問

子
育
て
世
帯
支
援
策
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
。

答

活
動
会
員
の
交
通
費
助
成
を
4
月

か
ら
開
始
す
る
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
マ
イ
ス

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
講
習
受
講
を

終
え
た
活
動
会
員
に
、
１
時
間
あ
た
り

2 

0 

0
円
を
報
酬
に
上
乗
せ
す
る
事
業

を
9
月
以
降
に
開
始
す
る
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
う
よ

う
だ
い
の
事
務
所
の
移
転
支
援
に
つ
い

て
。答

き
ら
ぼ
し
銀
行
向
陽
台
支
店
の
無

人
化
に
よ
る
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

活
用
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
圏
域
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
高
齢
化
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
。

令
和
6
年
度
の
第
１
四
半
期
内
の
移
転

を
予
定
し
て
い
る
。

問

稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室

を
開
設
す
る
経
緯
に
つ
い
て
。

答

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
継
続

し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
発
達
支
援
を
充
実
さ
せ
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

問

不
安
定
な
国
際
情
勢
が
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
。

答

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の
物

価
高
騰
に
つ
い
て
特
に
懸
念
し
て
い
る
。

問

生
成
Ａ
Ｉ
が
市
民
の
生
活
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
。

答

今
後
想
定
さ
れ
る
窓
口
や
問
い
合

わ
せ
対
応
へ
の
自
動
応
答
や
各
種
文
書

の
作
成
補
助
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
お
よ
び
行
政
事
務
の
効
率
化
が
期

待
さ
れ
る
。

問

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
の

こ
れ
ま
で
の
事
業
評
価
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
目
指
す
べ
く
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
て
着
実
に
各
種
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
限
ら
れ

た
人
材
や
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
事
業
を
着
実

に
推
進
す
る
。

問

教
育
相
談
室
分
室
の
開
室
お
よ
び

教
育
相
談
員
の
増
員
の
効
果
に
つ
い
て
。

答

開
室
日
を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
迅

速
か
つ
丁
寧
な
相
談
対
応
が
期
待
さ
れ

る
。問

脳
の
健
康
度
測
定
事
業
に
つ
い
て
。

答

市
医
師
会
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

当
日
は
検
査
会
場
に
、
医
師
が
常
駐
す

る
。
市
立
病
院
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

試
行
実
施
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
。

答

し
っ
か
り
と
財
源
を
確
保
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
、

事
業
進
捗
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問

南
多
摩
尾
根
幹
線
の
今
後
の
工
事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答

現
在
市
内
で
は
、
く
じ
ら
橋
付
近

に
お
い
て
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
で
の
擁
壁

築
造
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
全

体
の
工
事
完
了
予
定
時
期
は
、
令
和
12

問

今
後
の
国
や
都
の
物
価
高
騰
対
策
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
。

答

国
や
都
と
連
携
し
、
適
切
な
財
源

を
確
保
し
た
上
で
、
必
要
な
時
期
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
。

問

マ
ル
子
お
よ
び
マ
ル
青
の
所
得
制

限
撤
廃
の
概
要
に
つ
い
て
。

答

都
の
制
度
に
お
い
て
所
得
制
限
を

超
過
し
、
医
療
費
助
成
の
対
象
外
と
な

る
子
ど
も
の
医
療
費
を
、
市
が
単
独
で

財
源
を
補
填
し
て
助
成
の
対
象
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
ま
で
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
。

問
「
国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未

来
会
議
ｉ
ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」の
概
要
に

つ
い
て
。

答

市
立
小
学
校
の
代
表
児
童
が
市
や

世
界
の
未
来
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

問

市
が
学
校
給
食
費
の
増
額
分
を
時

限
的
に
補
助
す
る
こ
と
へ
の
概
要
と
期

待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
。

答

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
量
・
質
を
保
っ
た
安
全
安
心
な
学

校
給
食
を
提
供
す
る
も
の
。

問

小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置

工
事
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。答

実
技
教
科
の
授
業
を
行
う
特
別
教

室
の
う
ち
空
調
設
備
が
未
設
置
の
教
室

に
つ
い
て
、
稲
城
第
二
小
学
校
お
よ
び

稲
城
第
三
小
学
校
を
除
く
小
学
校
10
校

に
設
置
す
る
。
令
和
6
年
夏
季
休
業
日

期
間
を
中
心
に
工
事
を
行
う
予
定
。

問
「（
仮
称
）第
四
次
稲
城
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ 

ー
ル
に
つ
い
て
。

答

図
書
館
協
議
会
に
お
け
る
協
議
、

市
民
意
見
公
募
を
経
て
、
令
和
6
年
度

末
ま
で
に
策
定
す
る
。

に
、
旧
第
四
保
育
園
を
整
備
・
活
用
す

る
こ
と
と
し
た
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
も
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

児
童
の
発
達
支
援
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ

る
。
令
和
6
年
4
月
の
開
設
を
予
定
し

て
い
る
。

問

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
お
よ
び
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
と
の
公
民
連
携
に
よ
る
事
業

概
要
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
」構
想
の
周
知
を
目
的
に
令
和
6

年
12
月
15
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
な
ど
へ
フ
ラ
ッ

グ
の
掲
出
お
よ
び
横
断
幕
の
制
作
な
ど

を
商
店
街
な
ど
と
調
整
し
設
置
す
る
。

問

令
和
6
年
度
に
お
け
る
市
施
行
お

よ
び
組
合
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
。

答

市
施
行
4
地
区
は
、
権
利
者
と
の

合
意
形
成
を
図
り
、
建
物
移
転
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
や
宅
地
な
ど

の
整
備
を
行
う
。
組
合
施
行
の
南
山
東

部
地
区
は
、
令
和
7
年
3
月
の
新
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
球
場
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
読
売
ラ
ン
ド
線

お
よ
び
稲
城
南
多
摩
線
の
開
通
を
目
指

し
、
築
造
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
南

山
小
学
校
北
側
の
街
区
な
ど
の
宅
地
の

整
備
を
進
め
、
計
画
的
な
保
留
地
処
分

を
行
う
。

問

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
改
修
に

取
り
組
む
背
景
に
つ
い
て
。

答

情
報
を
探
し
づ
ら
い
な
ど
意
見
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

全
面
改
修
に
取
り
組
む
。
令
和
6
年
度

末
の
公
開
を
目
指
し
て
い
る
。

問

体
育
施
設
の
予
約
か
ら
全
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
可
能
と
な
る
こ
と
で
期
待

す
る
効
果
に
つ
い
て
。

答

公
共
施
設
に
出
向
く
こ
と
な
く
全

て
の
手
続
き
が
完
了
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

年
3
月
31
日
ま
で
と
都
よ
り
聞
い
て
い

る
。問

鶴
川
街
道
百
村
区
間
の
用
地
買
収

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。答

都
よ
り
、
令
和
5
年
4
月
1
日
現

在
、
道
路
用
地
の
取
得
率
は
約
34
パ
ー

セ
ン
ト
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
用
地
の
取
得
が
完
了
し
た
箇
所

か
ら
順
次
道
路
工
事
等
を
実
施
し
、
完

了
予
定
時
期
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、

令
和
12
年
3
月
31
日
と
聞
い
て
い
る
。

問

市
内
の
バ
ス
公
共
交
通
路
線
の
見

直
し
検
討
に
つ
い
て
。

答
「
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」な

ど
の
中
で
検
討
を
行
い
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報

紙
な
ど
を
活
用
し
て
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
に
努
め
る
。

問

自
治
会
防
犯
カ
メ
ラ
運
用
経
費
補

助
金
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
。

答

自
治
会
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助

金
に
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
自

治
会
か
ら
、
維
持
費
に
つ
い
て
の
支
援

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

応
え
、
電
気
代
や
電
柱
に
設
置
し
た
場

合
の
共
架
料
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
た
。
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
な
す
自
治

会
の
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
地
域
の
防
犯
力
向
上
に
も
資
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
分

室
の
概
要
に
つ
い
て
。

答

全
年
齢
を
対
象
と
し
た
発
達
相
談

を
実
施
し
、
教
育
相
談
室
・
特
別
支
援

教
育
相
談
室
と
も
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
支
援
を
行
う
ほ
か
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
児
童
発
達
支
援
事
業
や
保
育
所
等

訪
問
事
業
、
障
害
児
相
談
支
援
も
実
施

す
る
。

問

重
症
心
身
障
害
児（
者
）等
通
所
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
。

答

重
症
心
身
障
害
児（
者
）な
ど
の
日

中
活
動
の
場
と
し
て
、
未
就
学
児
を
対

象
と
し
た
児
童
発
達
支
援
事
業
、
学
齢

児
を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
成
人
を
対
象
と
し
た
生
活

介
護
を
行
う
多
機
能
の
通
所
事
業
所
で

あ
る
。

問

在
宅
の
人
工
呼
吸
器
を
使
用
す
る

障
害
者
な
ど
へ
の
自
家
発
電
装
置
な
ど

の
給
付
の
概
要
に
つ
い
て
。

答

都
が
実
施
し
て
い
る
、
指
定
難
病

患
者
な
ど
へ
の
電
源
設
備
整
備
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対
し
、
自
家
発

電
装
置
ま
た
は
蓄
電
池
を
給
付
す
る
も

の
。
こ
れ
ま
で
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
、
指
定
難
病
患
者
な
ど
以
外
の

人
工
呼
吸
器
使
用
者
に
対
し
、
市
独
自

の
制
度
に
よ
り
、支
援
が
可
能
と
な
る
。

問

自
治
会
防
犯
カ
メ
ラ
運
用
経
費
補

助
金
の
効
果
に
つ
い
て
。

答

電
気
代
や
電
柱
に
設
置
し
た
場
合

の
共
架
料
の
一
部
を
補
助
す
る
。
補
助

を
実
施
す
る
こ
と
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
核
を
な
す
自
治
会
の
活
動
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
地
域
の

防
犯
力
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

稲志会

川村
議員

新政会

坂田
議員

公明党

湯谷
議員

市長の施政方針に 対する代表質問 本定例会冒頭で市長が述べた令和6年度施政方針に対して、
市議会各会派の代表5名が、3月4日の本会議で代表質問を
行いました。主な内容は次のとおりです。
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問

物
価
高
騰
の
も
と
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て
。

答

国
や
都
と
連
携
し
、
適
切
な
財
源

を
確
保
し
た
上
で
、
必
要
な
時
期
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
。

問

地
震
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
停

電
、
断
水
対
策
の
強
化
へ
の
認
識
に
つ

い
て
。

答

電
柱
や
送
電
設
備
の
被
害
に
よ
る

停
電
の
発
生
や
、
水
道
管
な
ど
の
破
損

に
よ
り
、
断
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
停
電
対
策
と

し
て
市
役
所
な
ど
に
自
家
発
電
設
備
の

整
備
や
避
難
所
へ
の
発
電
機
の
配
備
に

取
り
組
み
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

池
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

断
水
対
策
と
し
て
応
急
給
水
拠
点
で
の

飲
料
水
の
提
供
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
水
の
備
蓄
な
ど
、
断
水
時
に
市
民
へ

飲
料
水
や
生
活
用
水
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

国
の
制
度
と
し
て
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
実
施
を
求
め
て
い
く
こ
と

の
認
識
に
つ
い
て
。

答

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
制
度
は
、

国
や
都
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
あ

り
、
新
た
な
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
創
設
す
る
よ
う
、
東
京
都
市
長
会
を

通
じ
て
国
や
都
へ
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
も
、
全
国

一
律
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
、国
に
要
請
し
て
い
る
。

問

教
育
相
談
員
の
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
。

答

教
育
相
談
員
を
２
人
増
員
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

問

学
校
給
食
費
を
無
償
化
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

答

居
住
す
る
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育

費
負
担
に
著
し
い
格
差
が
生
じ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
、
国
や
都
に
よ
る
広
域
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

問

職
員
配
置
の
適
正
化
、
業
務
改
善

に
取
り
組
ん
だ
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
。

答

組
織
改
正
に
伴
う
職
員
の
適
正
配

置
や
デ
ジ
タ
ル
化
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
導
入
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
な
ど

に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
材
や
財
源
を
効

率
的
に
活
用
し
た
。

問

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
、
1
歳
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
。

答

１
歳
前
後
は
、
行
動
範
囲
が
広
が

り
、
自
我
が
芽
生
え
る
な
ど
の
急
激
な

変
化
が
あ
り
、
親
の
子
育
て
の
悩
み
が

変
化
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相

談
の
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
親
の
育
児

負
担
の
軽
減
に
効
果
が
あ
る
。

問
「
国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未

来
会
議
ｉ
ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」の
開
催
の

経
緯
と
内
容
お
よ
び
期
待
さ
れ
る
効
果

に
つ
い
て
。

答

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い

手
を
育
む
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
で
あ

る
。
小
学
生
が
市
や
世
界
の
未
来
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
未
来

を
創
造
し
生
き
ぬ
く
力
の
育
成
や
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る
。

問

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
。

答

相
談
員
を
新
た
に
１
人
配
置
し
、

福
祉
の
総
合
相
談
機
能
を
新
設
す
る
。

多
機
関
協
働
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
地
域

づ
く
り
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２
人

の
専
門
職
を
配
置
し
、
包
括
的
な
支
援

体
制
を
推
進
し
て
い
く
。

問

稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
分

室
に
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
包
含
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

答

地
域
の
中
核
的
な
療
育
支
援
施
設

の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
相
談
か
ら

る
。
国
・
都
に
全
額
補
助
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
お
よ
び

東
京
都
市
長
会
、
東
京
都
市
教
育
長
会

を
通
じ
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

向
け
た
補
助
制
度
の
要
望
を
し
て
い
る
。

問

小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置

工
事
に
つ
い
て
。

答

令
和
5
年
度
に
設
計
を
行
っ
た
小

中
学
校
を
対
象
に
順
次
空
調
設
備
を
設

置
し
て
い
く
が
、
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
令
和
6
年
度
は
小
学
校

に
設
置
し
、
中
学
校
は
令
和
7
年
度
に

設
置
す
る
。

問

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
。答

国
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
国
費
の
抜
本
的
な

増
額
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

全
国
市
長
会
に
お
い
て
、「
介
護
保
険

制
度
に
関
す
る
重
点
提
言
」に
よ
り
、

国
費
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
る
。

問

国
民
健
康
保
険
を
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
い
く
た
め
、
国
の
公
費
負
担

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
。

答

市
で
は
、東
京
都
市
長
会
を
通
じ
、

「
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
国
の

公
費
負
担
割
合
拡
大
」に
つ
い
て
、
継

続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

答

市
議
会
で
議
決
し
た
第
五
次
稲
城

市
長
期
総
合
計
画
の
各
施
策
を
着
実
に

実
施
し
て
い
く
。

問

ｉ
バ
ス
の
路
線
、
便
数
の
維
持
、

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

令
和
6
年
4
月
1
日
に
改
正
施
行

さ
れ
る「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

な
ど
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」を
踏
ま

え
た
協
議
を
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会

議
な
ど
で
行
い
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
の
維
持
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

療
育
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
な
ど
、
児
童
の
発
達
支
援

の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

吉
方
公
園
改
修
整
備
事
業
に
お
け

る
市
民
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
。

答

基
本
方
針
で
あ
る「
全
世
代
が
安

心
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
」を
テ
ー

マ
と
す
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
パ
ー
ク

の
整
備
に
向
け
、
引
き
続
き
市
民
が
参

加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
実
施
設
計

を
行
い
、
令
和
8
年
度
の
工
事
完
了
を

目
指
す
。

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
に

お
け
る
ご
意
見
に
つ
い
て
。

答

今
後
、
実
施
予
定
の
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
や
市
民
意
見
公
募
な
ど
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
適
切
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
（
仮
称
）第
四
次
稲
城
市
消
防
基
本

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
に

つ
い
て
。

答

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
消
防
委
員
会
に
お
い
て
第
三

次
稲
城
市
消
防
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
消
防
体
制
の
課
題
な
ど
を

検
証
し
、
令
和
8
年
度
か
ら
10
年
間
の

計
画
を
、
令
和
6
年
度
か
ら
2
か
年
で

策
定
す
る
も
の
。

問

市
民
意
識
調
査
の
調
査
方
法
に
つ

い
て
。

答

郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
発
送
・
回

収
と
ウ
ェ
ブ
回
答
を
併
用
し
、
調
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
政
運
営
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

問

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答

Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
入
れ
替
え
な
ど
の
全
面

的
な
改
修
を
行
う
。
令
和
6
年
度
末
の

公
開
を
目
指
し
て
い
く
。

日本共産党
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委員会で詳しく審査しました
〜令和6年第1回定例会中に審査した内容は下記のとおりです〜

総
務
委
員
会

　
議
案
5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
個
人
番
号
及
び
特
定
個

人
情
報
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
１
件

の
質
疑
と
１
件
の
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
質
疑
・

討
論
が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
起

立
全
員
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
1

件
の
質
疑
と
1
件
の
討
論
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
ど

の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の
か
。

答

引
上
げ
、
据
置
き
の
意
見
が

出
て
、
最
終
的
に
引
上
げ
の
方
向

で
委
員
の
意
見
が
一
致
し
た
。

反
対
討
論
審
議
会
で
、
据
置
き
の

意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
、
市
民
感

情
も
考
慮
し
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
質
疑
は
な

く
、
１
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
1
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

改
正
の
目
的
は
。

答

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す

る
建
築
物
の
木
造
化
の
推
進
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

　
議
案
5
件
、
陳
情
1
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
3
件
の
質

疑
と
１
件
の
討
論
が
あ
り
、
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

陶
芸
窯
の
使
用
料
の
算
定
根

拠
は
。

答

電
気
窯
の
導
入
費
用
・
維
持

費
用
を
、
耐
用
年
数
20
年
の
使
用

回
数
で
除
し
た
金
額
に
、
電
気
料

金
を
加
算
し
て
算
出
し
て
い
る
。

問

有
料
に
し
た
理
由
は
。

答

特
定
の
方
が
使
う
備
品
な
の

で
、
受
益
者
負
担
を
導
入
し
た
。

問

更
新
す
る
陶
芸
窯
は
、
ど
の

く
ら
い
電
気
を
使
う
の
か
。

答

料
金
の
面
で
、
ガ
ス
料
金
よ

り
、
縮
減
さ
れ
る
。

反
対
討
論
公
民
館
の
施
設
や
備
品

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
原
則
無
料

に
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
確
認
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

2
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

重
要
事
項
の
掲
示
を
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
上
で
で
き
な
い
事
業
所

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

情
報
公
表
シ
ス
テ
ム「
こ
こ
ｄ
ｅ

サ
ー
チ
」を
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

3
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

委
員
の
追
加
に
つ
い
て
は
。

建
設
環
境
委
員
会

　
議
案
4
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
3
件
の
質
疑
が

あ
り
、概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

議
案
の
概
要
は
。

答

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に

関
わ
る
２
点
で
、
１
点
目
は
、
国

指
定
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
電
子

証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能
に
な
る
。

も
う
１
点
は
、
窓
口
の
申
請
に
お

い
て
、印
鑑
登
録
証
の
提
示
の
他
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
も

特
例
と
し
て
可
能
に
す
る
。

問

費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

手
数
料
は
、
1
通
3 

0 

0
円

と
変
化
な
し
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
3

件
の
質
疑
と
1
件
の
討
論
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

被
保
険
者
の
暮
ら
し
は
大
変

厳
し
い
と
思
う
が
、市
の
認
識
は
。

答

稲
城
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
審
議
の
中
で
の
議
論
を

総
体
的
に
受
け
止
め
て
、
認
識
し

て
い
る
。

問

制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
値
上
げ
は
必
要
な
の
か
。

答

被
保
険
者
数
は
減
り
つ
つ
も
、

医
療
費
は
か
か
る
部
分
が
あ
り
、

制
度
を
維
持
す
る
上
で
も
今
回
の

改
定
は
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

反
対
討
論
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
現
状

の
保
険
税
で
も
高
い
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
民
の
命
と

健
康
を
守
り
、
制
度
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
て
、
反
対
す
る
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　
議
案
4
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）は
、

8
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

珠
洲
市
と
輪
島
市
に
災
害
支

援
代
理
寄
附
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
は
。

答

特
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
の

で
、
代
理
寄
附
の
申
出
を
し
た
。

問

障
害
介
護
給
付
費
の
増
額
の

要
因
は
。

答

共
同
生
活
援
助
の
利
用
者
の

増
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時

間
の
増
、
就
労
移
行
支
援
の
利
用

人
数
の
増
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

の
利
用
人
数
の
増
、
生
活
介
護
の

利
用
日
数
の
増
。

問

予
防
接
種
健
康
被
害
給
付
金

の
こ
れ
ま
で
の
申
請
件
数
、
認
定

お
よ
び
否
認
の
件
数
、
審
査
を

待
っ
て
い
る
方
の
数
は
。

答

令
和
3
年
度
か
ら
の
3
年
間

で
、
合
計
9
件
の
申
請
が
あ
り
、

認
定
は
4
件
、
否
認
は
1
件
、
審

査
待
ち
は
4
件
。

問

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
、

繰
越
明
許
と
す
る
理
由
は
。

答

令
和
6
年
3
月
に
市
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
請
求
が
5
月
下
旬
に
届
き
、

答

こ
ど
も
基
本
法
の
事
務
の
追

加
に
対
応
す
る
た
め
、
有
識
者
の

委
員
を
2
名
追
加
し
て
、総
合
的
、

一
体
的
に
子
供
に
関
わ
る
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
2
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

準
備
基
金
を
使
え
ば
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
し
な
い
で
済
む
と

考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

9
期
計
画
に
お
い
て
保
険
料

を
定
め
る
と
き
も
、
基
金
の
活
用

は
行
っ
て
い
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
齢
性
難
聴
に
伴
う
補
聴
器
購

入
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
市
の
補

助
を
求
め
る
陳
情
は
、
4
件
の
質

疑
と
１
件
の
討
論
が
あ
り
、
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

補
聴
器
に
対
す
る
助
成
は
全

く
な
い
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答

聴
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
取
得
さ
れ
た
方
に
は
、
購
入

費
の
支
給
が
あ
る
。

問

都
内
で
助
成
事
業
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
対
し
て
の
認
識
は
。

答

市
部
で
は
、
ま
だ
ま
だ
実
施

が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

賛
成
討
論
補
聴
器
は
、
き
め
の
細

か
さ
と
高
齢
者
の
生
き
方
を
前
向

き
に
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
思
う
。

稲
城
市
で
も
助
成
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
て
、
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
で
不

採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
討
論
は
な

く
、
採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
で

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、質
疑・討
論
が
な
く
、

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

支
払
い
が
令
和
6
年
度
に
ず
れ
込

む
見
込
み
で
あ
る
た
め
。

問

戸
籍
な
ど
の
記
載
事
項
に
氏

名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い

て
、
振
り
仮
名
づ
け
の
対
象
は
。

答

戸
籍
、
戸
籍
の
附
票
、
住
民

票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
署

名
用
電
子
証
明
書
。

問

戸
籍
な
ど
に
振
り
仮
名
を
振

る
事
務
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

令
和
6
年
度
に
シ
ス
テ
ム
改

修
、
振
り
仮
名
情
報
の
収
集
、
シ

ス
テ
ム
へ
の
仮
登
録
な
ど
の
準
備

作
業
、
令
和
7
年
5
月
頃
に
本
人

へ
通
知
を
発
送
、
令
和
8
年
5
月

頃
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
方
に
職

権
で
振
り
仮
名
を
つ
け
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

問

戸
籍
な
ど
の
記
載
事
項
に
氏

名
の
振
り
仮
名
を
追
加
す
る
改
修

の
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム
名
は
。

答

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
の
4
シ
ス
テ

ム
を
改
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）は
、
1
件
の
質
疑

が
あ
り
、
討
論
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
起
立
全
員
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
東
京
都
稲
城
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
2
号
）は
、
1
件
の
質
疑
が

あ
り
、
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
起
立
全
員
で
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
東
京
都
稲
城
市
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）は
、
2
件
の
質
疑

が
あ
り
、
討
論
は
な
く
、
採
決
の

結
果
、
起
立
全
員
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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委員会視察を市政に活かす
～市民生活に深く関わる課題について先進事例の調査研究を行いました～

議会運営委員会
視 察 日　令和6年1月15日（月）、16日（火）
視 察 地　兵庫県神戸市・京都府京都市
視察目的　「議会運営の効率化について（市議会ホームページの充実）」の調査研究を進めるため、神戸市、京都市の先進的事例を視察する。
調査概要　神戸市：�「神戸市会ナビ」の運営について確認を行った。
　　　　　　　　　ターゲットを若者世代に設定し、絵図で感覚的に読みやすく、検索がしやすい作りになっている。市会ナビによって、市会の活動が分かりやすく
　　　　　　　　　公開されていると感じた。
　　　　　京都市：�京都市会ホームページの運営について確認を行った。
　　　　　　　　　市会独自のマスコットキャラクターにより親しみやすさを与え、イラストを多用し、シンプルで見やすいという特徴や、「市会子どもページ」や
　　　　　　　　　「バーチャル議場見学」といったユニークな取り組みも参考になった。

福祉文教委員会
視 察 日　令和5年11月8日（水）/令和6年1月24日（水）～26日（金）
視 察 地　稲城市社会福祉協議会/大阪府大阪狭山市・大阪府大阪市・岡山県総社市
視察目的　「8050問題について」の調査研究を進めるため、稲城市の現状を把握し、大阪狭山市、大阪市、総社市の先進的事例を視察する。
調査概要　社会福祉協議会：�ひきこもりの当事者やその家族へのアプローチから自立に向けた支援のプロセスについて確認した。
　　　　　　　　　　　ひきこもりに至る経緯は様々なケースがあるが、個々にあった支援に取り組んでいることが分かった。
　　　　　大阪狭山市：�重層的支援体制整備事業実施までの経過や実施状況について確認した。地域の役割が重要であると感じた。
　　　　　大　阪　市：�総合的な相談支援体制の充実事業及び大阪市旭区の「つながる場」の取り組みについて確認した。
　　　　　総　社　市：��ひきこもり支援センター「ワンタッチ」やひきこもり家族会「ほっとタッチの会」、常設の居場所「ほっとタッチ、ほっとタッチぽえむ」について確認

を行った。

稲城市
社会福祉
協議会

大阪狭山市 大阪市 総社市

京都市

神戸市
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問

施
設
委
託
中
心
か
ら
養
育
家
庭

を
含
め
た
里
親
委
託
へ
の
転
換
に
向

け
、
国
も
都
も
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
養
育
家
庭
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

養
育
家
庭
を
増
や
す
た
め
の
取

り
組
み
は
、
都
が
主
体
と
し
て
取
り

組
む
事
業
で
あ
り
、
市
で
は
、
多
摩

児
童
相
談
所
と
連
携
し
、
養
育
家
庭

体
験
発
表
会
の
Ｐ
Ｒ
や
養
育
家
庭
に

関
す
る
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ
り
普

及
・
啓
発
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問

市
内
に
お
け
る
養
育
家
庭
体
験

発
表
会
な
ど
の
里
親
制
度
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
は
。

答

市
内
に
お
け
る
養
育
家
庭
体
験

発
表
会
は
、
過
去
3
年
間
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

　
制
度
に
関
す
る
説
明
会
は
、
令
和

問

自
治
体
経
営
に
必
要
な
職
員
確

保
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

応
募
者
数
の
減
少
な
ど
を
受
け
、

筆
記
試
験
を
取
り
や
め
、採
用
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
は

そ
こ
ま
で
深
刻
な
状
況
で
は
な
い
。

応
募
者
数
の
少
な
い
職
種
は
、
市
職

員
が
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
直
接
大

学
に
出
向
き
、
職
員
の
募
集
内
容
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
採
用
に
対

す
る
協
力
要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
は
。

答

市
が
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営

を
進
め
る
た
め
に
、
稲
城
市
人
材
育

成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
種
研
修

な
ど
を
通
じ
て
、
職
員
一
人
一
人
が

時
代
に
合
わ
せ
て
能
力
を
発
揮
で
き

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
な

問

東
京
都
多
摩
地
域
平
和
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が
つ
く
ら
れ
た
経
緯
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

広
島
市
長
か
ら
平
和
文
化
の
振

興
を
目
的
と
し
た
多
摩
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
を
依
頼
さ
れ
、
多
摩

26
市
が
参
加
し
て
令
和
5
年
に
結
成

さ
れ
た
。
各
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
平

和
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し
、

平
和
事
業
参
加
を
広
く
呼
び
か
け
、

連
携
し
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

問

1
月
に
確
認
さ
れ
た
平
和
宣
言

の
内
容
は
。
ま
た
、
令
和
7
年
１
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る（
仮
称
）平
和
サ

ミ
ッ
ト
の
概
要
は
。

答

多
摩
地
域
に
平
和
文
化
を
根
づ

か
せ
、
平
和
意
識
を
醸
成
し
、
平
和

文
化
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
、

多
摩
地
域
全
体
で
連
携
し
、
取
り
組

問

高
齢
者
に
対
す
る
備
蓄
食
糧
に

つ
い
て
、
高
齢
者
が
誤
嚥
性
肺
炎
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
備
蓄

し
て
い
る
5 

7 

0 

0
食
分
の
ア
ル
フ

ァ
米
の
お
か
ゆ
の
状
態
は
。

答

ア
ル
フ
ァ
米
の
お
か
ゆ
は
、
ペ

ー
ス
ト
状
の
も
の
で
は
な
く
、
粒
感

と
と
ろ
み
の
あ
る
お
か
ゆ
で
、
注
水

量
を
変
え
る
こ
と
で
柔
ら
か
さ
を
調

整
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

問

乳
幼
児
に
対
す
る
備
蓄
食
糧
に

つ
い
て
、
乳
幼
児
用
の
ミ
ル
ク
1
回

を
2 

0 

0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
し
て
1 

0 

9 

2
回
分
を
備
蓄
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
市
で
は
粉
ミ
ル
ク
と

液
体
ミ
ル
ク
の
ど
ち
ら
の
ミ
ル
ク
を

備
蓄
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
粉
ミ

ル
ク
の
場
合
は
お
湯
や
容
器
が
必
要

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
乳
幼
児
に

ミ
ル
ク
を
提
供
す
る
の
か
。

問
「
鉄
道
模
型
と
ジ
オ
ラ
マ
の
世

界
」が
、
市
内
文
化
セ
ン
タ
ー
内
児

童
館
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
手
の
込
ん
だ
美
し
い
風
景
と
そ

の
中
を
走
る
鉄
道
模
型
や
ジ
オ
ラ
マ

の
世
界
を
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
に

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
市
に
お
け
る
実
施
状
況

に
つ
い
て
は
。

答
「
鉄
道
模
型
と
ジ
オ
ラ
マ
の
世

界
」は
、
令
和
4
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
る
。子
供
た
ち
の
参
加
状
況
は
、

令
和
4
年
度
は
第
三
児
童
館
で
行
わ

れ
、
1 

0 

0
人
の
参
加
、
令
和
5
年

度
は
全
市
立
児
童
館
で
行
わ
れ
、
第

二
文
化
セ
ン
タ
ー
児
童
館
で
1 

0 

1

人
、
第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
児
童
館
で

64
人
、
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
児
童
館

で
2 

6 

4
人
、
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

児
童
館
で
1 

8 

8
人
、
と
大
勢
の
子

2
年
度
は
4
回
、
令
和
3
年
度
は
4

回
、
令
和
4
年
度
は
1
回
開
催
し
て

い
る
。

問

里
親
な
ど
の
委
託
率
の
向
上
に

は
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
養
育
家

庭
登
録
数
、
虐
待
受
理
件
数
、
委
託

数
の
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
鑑か

ん
が

み
た

と
き
、
市
に
お
け
る
養
育
家
庭
登
録

数
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
の
取
り
組

み
を
何
よ
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
都
が
主
導
し
て

行
う
事
業・取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、

市
と
し
て
当
事
者
意
識
を
強
く
持

ち
、
都
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
が
、

認
識
は
。

答

養
育
家
庭
を
増
や
す
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
多
摩

児
童
相
談
所
と
連
携
し
、
継
続
し
て

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

お
、
新
規
採
用
職
員
に
は
、
そ
の
所

属
職
員
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
な
り
、
お

お
む
ね
１
年
間
、
育
成
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

問

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
担
う

人
材
の
育
成
と
配
置
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
含
む
各
種
研
修
や
自
己
研

さ
ん
に
努
め
る
職
員
へ
の
支
援
、
Ｄ

Ｘ
の
利
活
用
な
ど
を
通
じ
、
人
材
育

成
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
は
さ
ら

に
市
職
員
と
し
て
市
民
協
働
や
地
域

貢
献
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
も
適
宜
、
意
識
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
職
員
業
績
表

彰
制
度
や
人
事
考
課
制
度
な
ど
を
有

効
活
用
し
、
職
員
の
意
欲
向
上
を
促

し
て
い
く
。

み
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
い
う
も

の
。
ま
た
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
令

和
7
年
度
に
多
摩
地
域
合
同
で
平
和

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
子
供
た
ち
の

取
り
組
み
発
表
や
体
験
者
・
伝
承
者

の
講
話
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問

平
和
で
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
認
識

は
。答

稲
城
市
平
和
都
市
宣
言
を
制
定

し
、「
現
行
憲
法
に
貫
か
れ
た
平
和
の

精
神
を
も
と
に
、
非
核
三
原
則
を
遵

守
し
、世
界
の
人
々
と
手
を
携
え
て
、

人
類
永
遠
の
平
和
を
築
く
こ
と
が
私

た
ち
の
責
務
で
す
」と
し
て
い
る
。

市
民
一
人
一
人
が
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
い
、
連
帯
感
を
持
っ
て
地
域
社

会
の
形
成
に
臨
め
る
よ
う
平
和
事
業

を
実
施
し
、
平
和
意
識
を
共
有
す
る

と
と
も
に
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
。

答

乳
幼
児
用
の
ミ
ル
ク
は
キ
ュ
ー

ブ
タ
イ
プ
の
粉
ミ
ル
ク
で
、
避
難
所

に
配
備
さ
れ
る
炊
き
出
し
釜
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か
し
、

哺
乳
瓶
に
入
れ
て
提
供
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問

都
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て
、

液
体
ミ
ル
ク
の
普
及
を
促
し
て
い

る
。
ま
た
、
普
段
か
ら
使
用
す
る
こ

と
で
液
体
ミ
ル
ク
を
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、

家
庭
に
お
い
て
も
乳
幼
児
の
備
蓄
品

と
し
て
は
有
効
な
も
の
と
考
え
る

が
、
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
品
と
す
る

こ
と
へ
の
市
の
考
え
は
。

答

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
較
す
る
と
価
格

が
高
い
こ
と
、
容
器
の
廃
棄
物
が
多

く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

供
た
ち
が
参
加
し
た
。

問

市
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

児
童
館
で
は
、
多
く
の
子
供
の

様
々
な
体
験
を
大
切
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。「
鉄
道
模
型
と
ジ
オ
ラ

マ
の
世
界
」に
つ
い
て
も
、
子
供
た

ち
の
意
向
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
。

問

多
く
の
市
民
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
機
会
と
し
て
、「
Ｉ
の
ま
ち
い

な
ぎ
市
民
ま
つ
り
」な
ど
、
大
き
な

会
場
で
の
開
催
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

答
「
Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
ま
つ

り
」会
場
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

各
部
門
お
よ
び
全
体
実
行
委
員
会
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
要
望
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
実
行
委
員
会
に
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山岸
議員

平
和
で
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
つ
く
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

榎本
議員

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
て
の
市
の
備
蓄

食
糧
と
家
庭
で
の
食
料
品
の
備
蓄
に
つ
い
て

つのじ
議員

「
鉄
道
模
型
と
ジ
オ
ラ
マ
の
世
界
」の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
つ
い
て

佐藤
議員

里
親
制
度
に
お
け
る
養
育
家
庭
を
増
や
す
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

坂田
議員

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
向
け
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
担
う
人
材
の
育
成
と
配

置
に
つ
い
て

本定例会の３月５日から４日間にわたり、
19人の議員が市政について59項目の一般質問を行いました。

その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、１人１項目のみ掲載しています。
なお、その他の質問項目については、

市議会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。▲市が備蓄しているアルファ米のお粥と乳幼児用ミルク
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問

災
害
時
に
お
け
る
市
立
病
院
の

透
析
医
療
の
受
け
入
れ
人
数
は
。

答

通
常
時
の
透
析
医
療
が
14
の
ベ

ッ
ド
を
午
前
と
午
後
の
2
ク
ー
ル
で

運
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
災
害
時

は
1
人
当
た
り
の
透
析
時
間
を
通
常

の
5
時
間
か
ら
4
時
間
に
縮
小
し
、

24
時
間
体
制
で
5
ク
ー
ル
稼
働
し
、

最
大
で
１
日
70
人
の
患
者
の
受
け
入

れ
を
計
画
し
て
い
る
。

問

か
か
り
つ
け
の
透
析
医
療
機
関

と
連
絡
が
つ
か
な
い
、
も
し
く
は
、

か
か
り
つ
け
の
透
析
医
療
機
関
か
ら

代
替
透
析
機
関
の
指
示
が
出
な
か
っ

た
場
合
の
相
談
窓
口
は
。

答

災
害
対
策
本
部
に
連
絡
を
い
た

だ
き
、市
お
よ
び
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
市
立
病
院
な
ど
と
の
情

報
連
携
の
下
、
受
入
先
医
療
機
関
を

調
整
し
、
本
人
へ
受
入
先
医
療
機
関

問

教
員
の
負
担
軽
減
お
よ
び
持
続

可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
の
機

会
の
確
保
の
た
め
に
も
、
一
般
の
部

活
動
外
部
指
導
者
の
確
保
を
早
急
に

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
一
般
の

部
活
動
外
部
指
導
者
の
配
置
時
間
は

学
校
が
判
断
で
き
る
の
か
、
教
育
委

員
会
で
配
置
時
間
を
示
し
て
い
る
場

合
、
そ
の
内
容
は
。

答

稲
城
市
立
中
学
校
の
部
活
動
に

お
け
る
外
部
指
導
者
配
置
事
業
実
施

要
綱
に
お
い
て
、
原
則
、
指
導
時
間

は
平
日
2
時
間
、
祝
日
な
ど
を
含
む

週
休
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
は
３
時

間
と
し
、
年
間
1 

2 

0
時
間
以
内
の

配
置
を
予
算
積
算
上
の
目
安
と
し

て
、
各
中
学
校
が
実
施
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。

問

こ
の
1 

2 

0
時
間
以
内
と
い
う

の
が
少
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
例

問

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、稲
城
市
で
想
定
さ
れ
る
被
害
は
。

答

都
が
公
表
し
た「
首
都
直
下
地

震
等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想
定
」に

よ
る
と
、多
摩
東
部
直
下
地
震
で
は
、

震
度
6
強
で
、
冬
の
夕
方
に
発
生
し

た
場
合
、
人
的
被
害
は
15
人
、
負
傷

者
3 

8 

3
人
、
建
物
被
害
と
し
て
全

壊
2 

2 

9
棟
、
半
壊
1 

1 

2 

3
棟
、

出
火
件
数
3
件
、
避
難
者
数
は
1
万

2 

7 

0 

5
人
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問

長
期
間
に
わ
た
り
水
道・電
気・

ガ
ス
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
の
対
策
は
。

答

断
水
対
策
は
、
向
陽
台
・
若
葉

台
給
水
所
、
坂
浜
浄
水
所
、
防
災
倉

庫
に
飲
料
水
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
時
生
活
用
水
井
戸
を
小
中

学
校
な
ど
の
避
難
所
に
整
備
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
民
間
の
井
戸
を
災
害

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
通
信
方
法

は
、
現
状
ど
お
り
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
み
を
継

続
す
る
の
か
、
今
後
の
方
針
は
。

答

現
時
点
で
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
仕
様
に
つ

い
て
特
段
の
課
題
が
な
い
こ
と
か

ら
、
次
世
代
の
後
継
機
と
し
て
は
、

5
Ｇ
仕
様
の
採
用
を
考
え
て
い
る
。

問

今
の
と
こ
ろ
課
題
は
な
い
と
理

解
す
る
が
、
通
信
の
世
界
は
進
化
が

激
し
い
分
野
で
あ
る
。
一
つ
に
的
を

絞
ら
ず
、
柔
軟
に
選
択
を
す
べ
き
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ス
ト

面
に
お
い
て
適
正
価
格
を
知
っ
て
お

く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

答

Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
仕
様
に
つ
い
て
特
段

の
課
題
が
な
い
こ
と
か
ら
、
多
額
の

工
事
費
用
を
か
け
て
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
な
お
、
予
算
の
積
算

問

女
性
に
と
っ
て
生
理
用
品
は
、

思
春
期
か
ら
お
よ
そ
40
年
も
の
間
の

生
活
必
需
品
で
あ
り
、
清
潔
を
保
つ

た
め
に
小
ま
め
な
交
換
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
ト
イ
レ

に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
用
意
さ

れ
て
い
て
も
、
生
理
用
品
に
つ
い
て

は
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
生
理
の
貧
困
を
き
っ
か
け

に
、
生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置

が
全
国
で
広
ま
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

女
性
の
生
理
を
生
き
る
上
で
の
尊
厳

の
視
点
か
ら
捉
え
、
責
任
を
個
人
に

帰
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の

問
題
だ
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
学

校
で
の
生
理
用
品
の
置
き
場
所
に
つ

い
て
、
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
声
は
。

答

令
和
6
年
度
予
算
に
対
す
る
稲

問

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

全
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
付
は
評
価

さ
れ
る
が
、
従
来
の
教
科
書
な
ど
が

減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
携
行
品
が

重
量
化
し
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
症
候
群
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
保
護
者
な

ど
か
ら
は
意
見
は
な
い
の
か
。

答

保
護
者
か
ら
は
教
育
委
員
会
に

ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
く
て
子
供
が
つ
ら

そ
う
と
い
う
趣
旨
の
相
談
を
受
け
た
。

学
校
に
対
し
、
児
童
・
生
徒
の
携
行

品
の
重
さ
や
量
へ
適
切
に
配
慮
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

問

児
童
・
生
徒
が
教
科
書
な
ど
を

教
室
に
置
い
て
帰
る｢

置
き
勉
強
道

具（
以
下
、
置
き
勉
）｣

に
つ
い
て
文

部
科
学
省
が
可
能
で
あ
る
旨
を
出
し

て
い
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答

発
達
段
階
や
家
庭
学
習
を
含
む

学
習
上
の
必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
適

や
受
診
方
法
な
ど
の
指
示
を
行
う
。

問

災
害
時
に
お
い
て
透
析
医
療
を

受
け
る
た
め
に
は
、
市
内
、
市
外
も

し
く
は
都
外
な
ど
の
代
替
透
析
医
療

機
関
へ
赴
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

患
者
自
身
が
移
動
手
段
を
確
保
す
る

こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
は
あ
る

が
、
自
助
・
共
助
に
お
い
て
も
移
動

手
段
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
公
助

に
お
い
て
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

答

公
共
交
通
機
関
や
道
路
の
状
況

な
ど
に
よ
り
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
ど
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
時
々
に

取
り
得
る
対
応
お
よ
び
支
援
は
異
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
車
の
走
行

が
可
能
な
状
況
で
あ
っ
て
、
自
助
・

共
助
に
よ
る
移
動
手
段
が
確
保
で
き

な
い
場
合
に
は
、
公
助
に
よ
る
移
動

手
段
の
確
保
も
含
め
、
支
援
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

え
ば
、
平
日
に
2
時
間
、
土
日
ど
ち

ら
か
で
3
時
間
、
計
週
5
時
間
指
導

し
た
と
し
て
も
、
1 

2 

0
時
間
だ
と

24
週
間
、
僅
か
6
か
月
足
ら
ず
で
無

く
な
り
、
夏
や
冬
の
長
期
休
業
中
も

含
め
る
と
、
更
に
早
く
無
く
な
る
。

こ
の
1 

2 

0
時
間
が
ネ
ッ
ク
に
な
る

と
こ
ろ
だ
。
年
間
1 

2 

0
時
間
以
内

と
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
予
算
の
範
囲

内
で
、
教
員
に
よ
る
専
門
的
な
指
導

が
で
き
な
い
部
活
動
を
中
心
に
必
要

な
人
材
を
確
保
・
配
置
し
て
い
く
と

い
う
の
が
基
本
で
、
予
算
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
、
現
場
で
あ
る
学
校
か
ら

の
相
談
で
目
安
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
時
間
以
上
の
対
応
も
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
。

答

各
中
学
校
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
、
予
算
の
範
囲
内
で
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
。

対
策
用
指
定
井
戸
と
し
て
提
供
し
て

い
た
だ
く
。
停
電
対
策
は
、
東
京
電

力
と
連
携
し
て
電
力
の
早
期
復
旧
に

努
め
る
。
ま
た
、市
役
所
、消
防
署
、

市
立
病
院
な
ど
に
自
家
発
電
設
備
を

設
置
し
て
い
る
。
都
市
ガ
ス
寸
断
の

場
合
は
、
ガ
ス
事
業
者
に
対
し
早
期

復
旧
を
要
請
し
、
復
旧
に
必
要
な
協

力
を
行
う
。復
旧
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
。

問

給
水
拠
点
が
な
い
地
域
へ
の
給

水
対
策
は
。

答

応
急
給
水
拠
点
は
、
お
お
む
ね

半
径
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
包
含
す
る

よ
う
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
自
助
や

共
助
に
よ
り
、
給
水
拠
点
ま
で
取
り

に
来
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
民
に
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
指
定
避
難

所
で
も
可
能
な
限
り
給
水
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

に
お
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

更
新
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
情
報
を
収
集
し
た
上
で
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

問

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備
な
ど
を
導
入

し
た
場
合
の
予
算
の
見
積
り
と
補
助

額
は
。
ま
た
、
現
在
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線

の
年
間
の
費
用
は
。

答

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備
な
ど
を
導
入

し
た
場
合
の
予
算
の
見
積
り
は
、
平

成
31
年
度
当
時
の
概
算
の
見
積
り
で

総
額
約
6
億
円
で
あ
り
、
国
か
ら
の

補
助
は
、
令
和
2
年
度
時
点
で
は
、

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

と
し
て
、
補
助
率
2
分
の
1
で
、
1

校
当
た
り
上
限
3
千
万
円
と
の
通
知

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
の
本
市
に

お
け
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
通
信
料
は
、
令
和
4

年
度
の
決
算
で
約
6 

5 

0 

0
万
円
で

あ
る
。

城
市
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の

要
望
書
の
中
で
、
女
子
ト
イ
レ
個
室

内
に
生
理
用
品
を
置
い
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
個
別
に
保
護

者
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
声
は
、
学
校

か
ら
は
特
に
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の
要
望
と

い
う
の
は
、
保
護
者
の
代
表
の
声
と

し
て
重
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
。

答

稲
城
市
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
一
つ
一

つ
の
要
望
に
つ
い
て
協
議・検
討
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

問

学
校
で
の
生
理
用
品
の
置
き
場

所
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
声
は
。

答

児
童
・
生
徒
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
声
は
、
学
校
か
ら
は
特
に
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

切
な
配
慮
を
行
う
よ
う
学
校
に
対
し

く
り
返
し
指
示
し
て
い
る
。
学
年
や

時
節
な
ど
に
よ
っ
て
学
習
内
容
や
使

用
教
材
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
各
学
校
で

判
断
す
る
も
の
で
、
統
一
し
た
ル
ー

ル
な
ど
の
設
定
は
困
難
で
あ
る
。

問

置
き
勉
が
出
来
る
よ
う
、
ロ
ッ

カ
ー
や
現
行
の
机
、
引
き
出
し
に
鍵

を
付
け
る
な
ど
の
工
夫
も
ひ
と
つ
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
児
童
・
生
徒

個
人
の
物
品
の
収
納
場
所
は
、
各
校

に
お
い
て
現
状
の
設
備
の
中
で
工
夫

し
確
保
し
て
い
る
。
携
行
品
の
管
理

な
ど
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
学
年
、

児
童・生
徒
数
や
施
設
な
ど
の
状
況
、

扱
う
教
材
な
ど
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
各
学
校
が
実
情
に
応
じ
て
判
断

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

武田
議員

今
後
を
見
据
え
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て

田島
議員

学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
常
備
に
つ

い
て

鈴木
議員

通
学
か
ば
ん（
ラ
ン
ド
セ
ル
等
）の
過
重
対
応

に
つ
い
て

湯谷
議員

稲
城
市
に
お
け
る
災
害
時
等
の
透
析
医
療
に

つ
い
て

岩佐
議員

部
活
動
外
部
指
導
者
に
つ
い
て

角田
議員

大
規
模
地
震
の
対
策
に
つ
い
て

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
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問

障
害
者
の
就
労
支
援
の
取
り
組

み
は
。

答

委
託
に
よ
り
稲
城
市
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ

を
設
置
し
、
稲
城
市
障
害
者
就
労
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
内

容
は
、
就
労
面
で
は
、
職
業
相
談
、

就
職
準
備
支
援
、
職
場
開
拓
、
職
場

実
習
支
援
、
職
場
定
着
支
援
、
離
職

時
の
調
整
お
よ
び
離
職
後
の
支
援
、

生
活
面
で
は
、
日
常
生
活
の
支
援
、

安
心
し
て
職
業
生
活
を
続
け
ら
れ
る

た
め
の
支
援
、
豊
か
な
社
会
生
活
を

築
く
た
め
の
支
援
、
将
来
設
計
や
本

人
の
自
己
決
定
支
援
、
地
域
開
拓
促

進
に
係
る
支
援
で
は
、
就
労
希
望
者

の
掘
り
起
こ
し
、
一
般
就
労
へ
の
働

き
か
け
や
意
識
改
革
、
障
害
者
雇
用

に
取
り
組
む
企
業
な
ど
へ
の
支
援
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
実
習
事
業
に
係
る
支
援

問

勤
務
時
間
外
に
自
宅
な
ど
の
校

外
で
行
っ
て
い
る
職
務
の
時
間
は
、

教
員
が
学
校
管
理
職
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は

所
定
の
勤
務
時
間
を
超
え
る
時
間
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
か
、

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な

ら
ば
反
映
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
認

識
は
。ま
た
、直
近
の
発
生
状
況
は
。

答

時
間
を
シ
ス
テ
ム
上
に
反
映
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
令
和
6
年

度
に
導
入
予
定
の
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
で
は
、
時
間
を
シ
ス
テ
ム

上
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
あ
る
。
令
和
５
年
度
の
勤
務
時
間

外
に
校
外
で
行
っ
て
い
る
職
務
な
ど

の
時
間
の
詳
細
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問

本
市
に
お
け
る
学
校
教
材
費
の

問

市
の
施
策
展
開
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
は
。

答

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

理
念
と
、「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
な
い
」持
続
可
能
で
多
様
性
と
包

摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
は
、
目
指
す
べ
き

方
向
性
が
一
致
し
て
お
り
、
第
五
次

稲
城
市
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
そ
の
実
現
を
通
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

市
民
も
含
め
、
市
内
の
団
体
や

各
企
業
な
ど
市
内
の
地
域
の
様
々
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
市
の
連
携

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答

市
で
は
、
令
和
5
年
10
月
1
日

に
企
画
政
策
課
内
に
市
公
民
連
携
デ

ス
ク
を
設
置
し
、
企
業
や
大
学
な
ど

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
関
す
る
相

問

土
地
区
画
整
理
事
業
を
軸
と
し

て
、着
実
に
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
榎
戸
地
区
は
、
集
団
移
転
に

よ
る
建
物
移
転
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、進
捗
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、

事
業
完
了
が
見
え
て
き
た
。
梨
の
道

に
つ
い
て
は
、
両
側
が
歩
道
と
な
る

通
常
の
道
路
形
態
と
し
て
整
備
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
家
の
目
の
前
が

直
接
車
道
で
は
な
く
、
歩
道
と
な
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
は
増
し
た
と

考
え
る
一
方
、
自
治
会
館
前
の
梨
の

道
に
つ
い
て
は
、
幅
員
が
30
メ
ー
ト

ル
も
あ
り
、
子
供
な
ど
が
横
断
す
る

際
に
は
、
距
離
も
長
く
、
危
険
を
伴

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
安
全
性
を

踏
ま
え
た
こ
の
区
間
の
整
備
方
針
は
。

答

榎
戸
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
都
市
計
画
施
設
等
検
討
会（
以
下
、

梨
の
道
検
討
会
）を
は
じ
め
と
す
る

問
「
母
子
モ
」の
概
要
は
。

答
「
母
子
モ
」、
す
な
わ
ち
母
子
手

帳
ア
プ
リ「
梨
の
子
い
な
ぎ
」は
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
支
援
を
目
的

と
し
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
期
の
各
時

期
に
合
わ
せ
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報

が
得
ら
れ
る
な
ど
の
機
能
を
備
え
た

も
の
で
あ
る
。

問
「
母
子
モ
」で
は
、
住
ま
い
の
設

定
を
稲
城
市
に
す
る
こ
と
で
、
市
の

子
育
て
情
報
に
特
化
し
、
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
発
信
内
容
は
。

答

臨
時
で
、
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
の
申
請
書
提
出
期
限
や
講
演
会

の
案
内
を
行
っ
た
。
通
年
で
は
、
該

当
す
る
登
録
者
に
、
妊
娠
中
か
ら
幼

児
期
に
実
施
す
る
各
種
健
康
診
査
や

予
防
接
種
を
案
内
し
て
い
る
。
他
に

も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報

を
地
域
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
、
市
内

問

４
月
か
ら
各
学
校
長
判
断
で
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
授
業
を
決
め
る

よ
う
変
更
し
た
理
由
は
。
ま
た
、
変

更
に
つ
い
て
学
校
長
な
ど
に
伝
え
た

時
期
は
。

答

学
校
が
外
部
の
専
門
家
な
ど
に

依
頼
し
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
、

経
営
方
針
な
ど
に
基
づ
き
選
択
す
る

こ
と
が
効
果
的
だ
と
判
断
し
、
１
月

中
旬
に
伝
え
た
。
令
和
６
年
度
の
教

育
課
程
を
編
成
す
る
時
期
と
い
う
こ

と
を
鑑か

ん
が

み
た
結
果
で
あ
る
。

問

学
校
が
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
選
択
に
悩
ん
で
い
る
場
合
、
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
、

４
月
か
ら
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

が
決
ま
っ
て
い
る
の
は
何
校
か
。
今

回
の
変
更
に
つ
い
て
、
教
育
長
が
直

接
伝
え
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
思
う

で
は
、
実
習
先
で
の
支
援
、
実
習
希

望
者
の
掘
り
起
こ
し
、
実
習
生
受
入

先
企
業
の
開
拓
を
実
施
し
て
い
る
。

問

雇
用
推
進
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答

マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ
で
の
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
市

内
企
業
の
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
制

度
理
解
や
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
も
、
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ
で

は
、
過
去
10
年
間
で
延
べ
2 

6 

4
人

が
一
般
就
労
す
る
な
ど
の
成
果
を
上

げ
て
き
て
い
る
が
、
今
後
も
、
障
害

の
種
類
や
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
障

害
者
が
本
人
に
合
っ
た
就
労
の
場
で

活
躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問

市
内
商
工
会
に
所
属
し
て
い
る

企
業
へ
向
け
た
障
害
者
雇
用
の
勉
強

会
な
ど
も
必
要
と
考
え
る
が
認
識
は
。

答

今
後
研
究
し
て
い
く
。

公
会
計
化
の
検
討
は
。

答

本
市
で
は
令
和
2
年
度
よ
り
学

校
給
食
費
を
公
会
計
に
移
行
し
て
お

り
、
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
教
材
費
な

ど
は
、
学
校
や
学
年
に
よ
っ
て
使
用

す
る
教
材
な
ど
が
様
々
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
会
計
に
移
行
す
る
に
は
課

題
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問

教
員
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
把
握

す
る
た
め
に
、
教
員
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

学
校
の
代
表
者
で
あ
る
校
長
か

ら
聴
取
し
て
い
る
意
見
や
ニ
ー
ズ
が

所
属
の
教
職
員
の
意
見
を
包
含
し
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
教
育
委
員
会
に
お
い
て

教
職
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

談
や
提
案
を
一
元
的
に
受
け
付
け
、

事
業
化
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
や
必

要
に
応
じ
た
伴
走
支
援
を
行
う
窓
口

を
設
け
る
こ
と
で
、
公
民
連
携
に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

問

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画

に
お
け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
そ
の
実
現
を
通
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
を
目
指
す
と
の

こ
と
だ
が
、
本
計
画
の
中
間
見
直
し

時
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
。

答

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画

に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
将
来
都
市

像
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
実

現
す
る
た
め
の
特
に
必
要
な
視
点
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
間
見
直
し
時
に
も
そ
の
位

置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
安
全

な
幅
員
に
見
直
し
て
い
く
。

問

具
体
的
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。答

梨
の
道
検
討
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
令

和
8
年
度
か
ら
整
備
に
着
手
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
る
。

問

矢
野
口
自
治
会
館
に
隣
接
す
る

土
地
を
地
域
の
方
々
が
今
後
も
継
続

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
識

は
。答

こ
の
土
地
を
残
す
た
め
、（
仮

称
）矢
野
口
公
園
の
一
部
の
土
地
を

交
換
し
、
自
治
会
館
横
の
公
園
と
し

て
位
置
づ
け
、
一
体
利
用
で
き
る
よ

う
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
り

一
層
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
換
地

変
更
を
行
う
方
針
で
あ
る
。

の
子
育
て
関
連
施
設
が
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問

知
り
た
い
情
報
に
た
ど
り
着
け

な
い
子
育
て
世
代
が
大
勢
い
る
。
一

方
で
、
そ
う
し
た
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
、
市
で
も
対
応
し
て
い

る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
。「
母
子
モ
」

の
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、
子
育
て
世

代
の「
分
か
ら
な
い
」の
減
少
に
繋
が

る
と
思
う
が
、
利
用
者
を
増
や
す
取

り
組
み
は
。

答

妊
娠
届
の
際
に
、
妊
婦
面
接
を

予
約
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

利
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
増
加

す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
も
案
内
し

て
い
る
。
ま
た
、
妊
婦
面
接
や
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
、
転
入
時
の
面
接
な

ど
で
改
め
て
活
用
を
勧
め
て
い
る
。

が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答

当
委
員
会
が
配
置
し
て
い
る
学

校
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
用
、

情
報
提
供
、
学
校
間
で
の
情
報
共
有

を
促
す
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
各
学

校
で
の
招し

ょ
う

聘へ
い

予
定
は
、現
段
階
で
は
、

具
体
的
な
情
報
は
ま
だ
な
い
。
今
回

の
対
応
に
は
特
段
の
問
題
は
な
か
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

意

最
後
に
、
学
校
長
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
変

化
を
求
め
る
時
に
は
、
検
討
や
準
備

に
必
要
な
時
間
を
考
慮
し
、
も
っ
と

早
く
伝
え
る
配
慮
が
必
要
だ
と
思
う
。

子
供
た
ち
の
貴
重
な
体
験
や
楽
し
む

機
会
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
相
手

を
思
い
な
が
ら
対
話
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
率
先
し
て
示
す
教
育
委
員
会

で
あ
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。

池田
議員

矢
野
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中島
議員

稲
城
市
の
子
育
て
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

川村
議員

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
在

り
方
に
つ
い
て

土居
議員

障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

いそむら
議員

小
中
学
校
の
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

梶浦
議員

中
間
年
を
迎
え
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
へ

の
貢
献
と
持
続
発
展
す
る
稲
城
市
に
つ
い
て

「OJT」…「O
オ ン

n t
ザ

he J
ジ ョ ブ

ob T
ト レ ー ニ ン グ

raining」の略で、職場の上司や先輩が部
下や後輩に対して、実際の仕事を通じて指導し、知識や技術を身
に付けさせる教育方法。
「ランドセル症候群」…自分の身体に合わない大きさや重さのラン
ドセルを背負い長時間通学することにより、筋肉痛や肩こり、腰

痛などの身体異常や、通学自体が憂うつに感じるなどの心身の不
調の総称。
「ステークホルダー」…株主・経営者・従業員・顧客・取引先のほ
か、金融機関、行政機関、各種団体など、企業のあらゆる利害関
係者のこと。
「インクルージョン（Inclusion）」…日本語で「包括」「包摂」「社会

的な一体性」などと訳され、ビジネスにおいて、多様な人々の個々
の特性、能力を発揮して活躍できている状態のこと。
「母子モ」…母子手帳アプリの詳しい内容は右のQRコードを読み
取ってご覧ください。

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
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議長公務日誌

問

全
国
市
長
会
は
、
不
登
校
や
い

じ
め
の
対
策
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
配

置
拡
充
を
求
め
て
い
る
が
、認
識
は
。

答

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
お
よ

び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
大
切

な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
特
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
の
拡

充
に
つ
い
て
、
東
京
都
市
教
育
長
会

か
ら
都
教
育
委
員
会
へ
要
望
し
て
い

る
。問

各
校
へ
ス
ク
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
の

配
置
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
、
ま
た
正
規
雇
用
へ
の
待
遇
改
善

も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

令
和
５
年
度
に
お
け
る
東
京
都

市
教
育
長
会
か
ら
都
教
育
委
員
会
へ

の
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ス

問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど
の

推
進
に
向
け
た
体
制
整
備
の
主
要
施

策
の
内
容
は
。

答

関
係
機
関
と
の
連
携
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど
の
活
動
支
援
の

２
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
関
係
機
関
と

の
連
携
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
な
ど
の
推
進
に
向
け
て
、

庁
内
の
関
係
部
局
間
と
の
連
携
を
は

じ
め
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
な

ど
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
く
。
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど
の
活
動
支
援

に
お
い
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
に

対
し
て
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
回
項
目

を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答

市
の
第
7
期
障
害
福
祉
計
画
お

よ
び
第
3
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
策

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
駐
配
置

を
視
野
に
入
れ
た
年
間
勤
務
日
数
の

増
を
要
望
し
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充
に
つ
い
て

は
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

問

国
は
平
成
29
年
に
教
育
機
会
確

保
法
を
施
行
し
、
学
校
の
枠
に
縛
ら

れ
な
い
多
様
な
学
び
の
場
を
認
め
て

き
て
い
る
。フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、

学
校
以
外
の
多
様
な
学
び
の
保
障
に

つ
い
て
、
認
識
は
。

答

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

多
様
な
教
育
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
一
人
一
人

の
状
況
に
応
じ
て
、
梨
の
実
ル
ー
ム

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
民
間
施
設

な
ど
、
多
様
な
教
育
機
会
を
活
用
す

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。

定
に
当
た
り
則
す
べ
き
事
項
を
国
が

定
め
た
基
本
的
な
指
針
が
令
和
5
年

に
改
正
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま

え
、
市
が
行
う
べ
き
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
指
針
の
中
で
、
障
害
児

の
地
域
社
会
へ
の
参
加
、
包
容（
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）を
推
進
す
る
体

制
の
構
築
が
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供

体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
を
踏
ま
え
設
け
た

も
の
で
あ
る
。

問

稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分

室
に
配
置
さ
れ
る
各
種
専
門
職
は
。

答

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
人
員
基

準
の
規
定
で
は
、
保
育
士
、
児
童
指

導
員
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
市
独
自

に
心
理
職
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
の
配
置
を
予
定

し
て
お
り
、
充
実
さ
せ
た
体
制
で
運

営
し
て
い
く
。

村上
議員

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど
の
推
進
に
向
け

た
体
制
整
備
に
つ
い
て

岡田
議員

小
中
学
校
の
不
登
校
や
い
じ
め
へ
の
対
応
―
―

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
配
置
拡
充
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
多
様
な
学
び
の
保
障
に
つ
い
て

議会の豆知識「一般質問ってなに？」
一般質問とは、議員が議案とは関係なく市長に対し、市が行う福祉や教育、インフラなどのさまざまな事業についての現況、問題点、
将来の方針など幅広く質問することです。
一般質問は、市民の代表である市議会議員が市の考え方をチェックし、市民の思いや要望を市民サービスに反映させる大切な役割を
果たしています。

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

稲城市芸術文化団体連合会
創立50周年記念式典及び祝賀会

（令和6年3月2日）
長年、市の芸術、文化に携わっている
稲城市芸術文化団体連合会の50周年
を祝福し、祝辞を述べました。

第14回 三沢川 桜・梨の花まつり
（令和6年3月30日）

今年も春を告げるおまつりの開催を祝
し、開花時に桜の樹皮に宿るピンクの
色素が花びらを色づける神秘的な話を
交え、挨拶をしました。

稲城市議会事務局　辞令交付式
（令和6年4月1日）

市議会辞令交付式を執り行い、今まで
市議会の為に尽力してくれた職員に激
励の言葉を、そして、新たに仲間入り
する職員に歓迎の言葉を贈りました。

今後の議員活動に活かすため、市内の新たな公共施設について、現地を調査し、事業の進捗状況の確認や担当課からの説
明を受けました。
視察地：①重症心身障害児（者）等通所施設、発達支援センター分室、教育相談室分室
　　　　②南山小学校普通教室および学童クラブの増築分

市内工事完了（予定）施設を視察しました！
3月21日

議員公務
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令和6年第１回定例会での審議結果
（令和6年2月27日～3月28日）

議
　
決
　
結
　
果

稲
とう
志
し
会
かい

新政会 公明党 日本
共産党

改革
未来の会 無所属

賛
　
　
成

反
　
　
対

川

村

あ

や

北

浜

け

ん

い

ち

中

田

中

鈴

木

誠

土

居

の

り

ひ

ろ

中

島

健

介

渡

辺

力

角

田

政

信

池

田

英

司

坂

田

た

け

ふ

み

つ

の

じ

寛

美

佐

藤

し

ん

じ

湯

谷

ひ

ろ

し

岡

田

ま

な

ぶ

山

岸

太

一

田

島

き

く

子

榎

本

久

春

岩

佐

ゆ

き

ひ

ろ

い
そ
む
ら
あ
き
こ

村

上

洋

子

武

田

ま

さ

ひ

と

梶

浦

み

さ

こ

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

条　　　　　例

第1号 稲城市個人番号及び特定個人情報の利用に関する
条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × 〇 16 5

第2号 稲城市印鑑条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第3号 稲城市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条
例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第4号 稲城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 15 6

第5号 稲城市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第6号 稲城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第7号 稲城市手数料条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第8号 稲城市立公民館条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第9号
稲城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する確認基準を定める条例の一部を
改正する条例

可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第10号 稲城市子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第11号 稲城市介護保険条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × 〇 16 5

第12号 稲城市地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第13号 稲城市下水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第14号 稲城市病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第15号 稲城市火災予防条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第29号 稲城市市税条例の一部を改正する条例 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

補　正　予　算

第16号 令和5年度東京都稲城市一般会計補正予算（第8
号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第17号 令和5年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第3号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第18号 令和5年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会
計補正予算（第2号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第19号 令和5年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第2号） 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

当　初　予　算

第20号 令和6年度東京都稲城市一般会計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第21号 令和6年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会
計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第22号 令和6年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会
計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第23号 令和6年度東京都稲城市介護保険特別会計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × 〇 16 5

第24号 令和6年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計
予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 18 3

第25号 令和6年度東京都稲城市下水道事業会計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第26号 令和6年度東京都稲城市病院事業会計予算 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

そ 　 の 　 他

第27号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更
する規約 可 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

第28号 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度
東京都稲城市一般会計補正予算（第7号）） 承 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21 0

〈稲城市議会議員　 条例定数22人　現員22人〉
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